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ヒューマンブリッジは韓国人歯科医師によって開発され、約７年間の臨床研究と検証を

続け、２０１０年に韓国 Ye歯科で臨床基準として取り入れられた補綴法です。当院では、

以下のような患者様に喜んで選択していただいている治療法です。 

 １)インプラントが不可能な患者様 

 ２)既存のブリッジの施術を嫌がる患者様 

 ３)歯の動揺度が深刻な患者様 

ヒューマンブリッジは、３つのピースから構成され、各ピースの挿入路が違うこと、さ

らにアンダーカットを利用しているため脱離しにくく、かつ支台歯をほとんど切削しない

為、可逆的な治療への移行が可能です。  

また、麻酔が必要ないため、慢性全身疾患や長時間の施術が不可能な患者様には優れた

代替施術だと言えます。 

現在日本でもヒューマンブリッジの症例数が増えつつあり、今回のセミナーでは概要、

形成・ 接着方法、症例紹介、患者様へのカウンセリング方法などについてお伝えしてまい

りたいと思っています。 
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ご存知ですか？ 

麻酔しない！削らない！目立ちにくい！ 

補綴があることを 

前島・健吾・先生 
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講 師 

Ｓ先生 
ブリッジ、パーシャルデンチャー、イン

プラントに新たな選択肢が１つ増えま

した。 

患者さんにぜひ勧めていきたい。 

Ｙ先生 

エナメル質だけの削合は、最近の患者さ

んのニーズとも合致しており、ぜひ導入

したい。 

Ｋ先生 

患者さんにとても優しいストレスフリ

ーの欠損補綴治療です。 

。 

Ｓ先生 
生活歯の削除に対して抵抗がありまし

たが、ヒューマンブリッジはほとんど削

除する必要がないので、患者さん、術者

にとって、とても良い方法だと思いま

す。 

臨床上のポイント

や実例が具体的で

分かりやすかった。 

Ｔ先生 
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 主催：和田精密歯研株式会社 

1988年 日本大学歯学部卒業 

 日本大学歯学部補綴第 2医局 入局勤務 

1997年 中国・大連口腔病院勤務 

1998年 歯学博士号学位取得 

1999年 静岡県磐田市 前島歯科医院勤務 

2003年 オリコン・メディカル発行『患者が決めたいい病院』において 

 静岡県第 1位、近畿東海地区第５位取得 

2005年 前島歯科医院 飯田橋デンタルケアオフィス開業 

詳しい形成実習付き   メインテナンスについての説明もあります 



前島 健吾先生講演会 開催概要 

日 時 2022年 6 月 12 日（日） 10：00～15：00  （昼食付） 定 員 先着 20名様 

受 講 料 16,500 円（税込・昼食付） 

振 込 先 
三菱ＵＦＪ銀行  御堂筋支店  普通  5427444  ワダセイミツシケン（カ 

※恐れ入りますが振込手数料はご負担ください。 

会 場 
 

                                             人事労務会館 

                        ※交通のご案内 

        大崎駅-北改札口を出て 

        左（西口側）の左階段を 

        降り、徒歩約 3分 

        JR山手線・埼京線・湘南 

        新宿ライン・りんかい線 

        （大崎駅へは東京駅より 

         約 15分、羽田空港より 

約 35分） 

お申込み方法 
申込書を担当営業員に直接お渡しいただくか、FAX・Email または郵送にてお送りいただき、受講料を事前にお振込みくださ

い。受講料のお振込みをもって正式申込みとさせていただきます。なお受講料は返却いたしかねますので、やむを得ずご欠

席される場合は、代理の方にご参加頂きますようよろしくお願い申し上げます。 

お問い合わせ先 
和田精密歯研株式会社 品川営業所  担当： 山口  TEL： 03-5719-6350 

Email：shinagawa@labowada.co.jp  

 

前島健吾先生講演会 参加申込書 FAX 03-5719-6351   当日は感染症対策として 

以下の取り組みを行います。 

 来場時の体温測定、体調確認

の実施     

 アルコール消毒薬による手指衛

生の実施 

 全関係者のマスク着用 

 ソーシャルディスタンスの確保 

皆様のご理解とご協力を 

お願い申し上げます。 

ご氏名   

貴医院名   

ご住所   

TEL  FAX   

今後、和田精密歯研㈱からの情報送付を希望されない場合、お手数ではございますが、□に✔の上、FAX送信をお願いいたします。 ⇒ □ 

mailto:shinagawa@labowada.co.jp

